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のっティ乗車50万人記念ストラップ企画発表!!のっティ乗車50万人記念ストラップ企画発表!!
　下の「のっティ」めいろの正解ルートをたどると、「ある文字」が浮かび上がってきます。
その文字が分かった方は、「ののいちタウン情報局」にアクセスし、掲載情報にしたがって
応募してください。正解した方の中から抽選で20名様にオリジナル「のっティ・ストラップ」
をプレゼントします。応募開始日は、４月20日の予定です。

緊急
 企画

※写真はサンプルです。
　イラスト・色・形は実際と異なる
　場合があります。
※色は選べません。（デザインは
　５色とも同じです）
※応募締切に関しては、ののいち
　タウン情報局でご確認ください。

色は赤、黄、緑、青、
オレンジの５色よりいずれか１つ！
色は赤、黄、緑、青、
オレンジの５色よりいずれか１つ！
色は赤、黄、緑、青、
オレンジの５色よりいずれか１つ！

平成19年度 カメリア・パソコン教室平成19年度 カメリア・パソコン教室平成19年度 カメリア・パソコン教室
Camellia Information

　ご好評をいただいていますカメリア・パソコン教室は、５月より始まります。一般的なコー
スは、「パソコン入門」から、「ワード」（ワープロソフト）、「エクセル」（表計算ソフト
）へと進む研修体系を準備しています。

 ●一般コース例
　 パソコン入門 → ワード(前期) → ワード(後期) → エクセル(前期) → エクセル(後期)

　また、全くパソコンの知識のない方を対象とした「超☆初心者コース」も設定して、ゆっく
りと学習できる体系も準備してます。

 ●ゆっくりコース例
　 超☆初心者 → 初心者ワード → ワード(前期) → ワード(後期)

　「デジカメ・画像」、「ホームページ作成」などの研修も含めて、年間55コースを設定して
います。１日２時間の３回で１コース、受講料は1,500円から2,500円(テキスト代別途要)。月
により午前、午後、夜間の時間帯がありますので、詳しくは情報交流館カメリア(227-6200)ま
でお問い合わせください。
　なお、超☆初心者、パソコン入門、初心者ワードのコースは、カメリア・パルの会と協働で
実施し、インストラクターを３人以上配して充分に初心者のみなさんを支援いたします。
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店舗コミュニティに入ろう！

Let's TRY CirKitSNS!

Point!
ここが

もちろん「のっティのページ」も充実しています。

　本紙「のっティ新聞」のインターネット版では、紙面に掲載された情報をもう少し詳しく記述したり、記事に関連の情報を掲載したりしています。
　また、バス停や時刻表の運行情報、のっティ写真集、のっティ談話室などのコミュニティ情報、我が愛車のっティやのっティのうたなどのアラカルト情報をまとめて掲載しています。

　なんと言っても、のっティのページからリンクしている「のっティ応援隊」のページには、のっティは勿論のこと全国のコミュニティバスの情報が満載です。

　のっティは「ののいちのシンボル」。みんなでのっティを応援しよう。 
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Spring
乗車50万人
まもなく達成の見込み
のっティ利用者数N
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　平成15年９月に開通した「のっティ」は、４月
中旬から下旬頃にかけて累計乗車人数50万人達成
の見込みです。これを記念して、町では５月５日
(土)からの３日間、のっティの無料乗車サービス
を決定。ののいちバスではキャラクター入りのミ
ニタオルを記念に配布する予定です。
「のっティ新聞」でも、
有志提供による
「のっティ・ストラップ」
を抽選で20名様にプレゼント。
●詳しくは、裏面をご覧ください。
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　コミュニティバス導入委員会の事務局をサポートしてきた（株）計画
情報研究所（金沢市）の金岡奈穂子さん。ルート、バス停位置、運営事
業者の選定や車両の形、デザインなどのコーディネーターとして活躍。

「バスの形は今のポンチョ型に狙い撃ちで決めていました。なんといっても可愛かった。」、
「デザインもボディにジャストフィットでしょう？」と、金沢工大や行政、デザイン会社との
連携プレーを賞賛する金岡さん。「のっティが走ったときはうれしかった。」と当時を振り返
る。アンケート調査でのっティに乗っていると、窓の外で子どもたちが手を振ってくれたとき
は、泣きそうなほど感動したとか。

　「コミュニティバスはほとんどが赤字。でもただの移動手段ではなく、住民の親しみ度、地
域のアイデンティティ、ご近所とのコミュニケーション効果など、お金で計れない事業導入効
果も評価してほしいですね。」と。長く続けるためには、住民一人ひとりに愛され、利用され
ることが大事との意見も頂いた。

住民一人ひとりに愛されることが、のっティの生命線住民一人ひとりに愛されることが、のっティの生命線住民一人ひとりに愛されることが、のっティの生命線

赤のっティと工大と八重桜（野々市町高橋町）赤のっティと工大と八重桜（野々市町高橋町）赤のっティと工大と八重桜（野々市町高橋町）

「のっティ」のコーディネーター「のっティ」のコーディネーター「のっティ」のコーディネーター

金岡 奈穂子さん金岡 奈穂子さん
かなおか　 な  ほ  こかなおか　 な  ほ  こ
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第４回


